


1



固着強度
（経時安定性）

低温硬化性

施工性

施工の自由度

低騒音
低振動

湿孔施工

水中施工

非スチレン

臭い

取扱性
（非ガラス）

「エポキシアクリレート樹脂を主成分としており、高い固着強度と経時安定性を発揮します。

「エポキシ樹脂」を主成分としており、高い固着強度と経時安定性を発揮します。

低温硬化性に優れ、－5℃の低温環境下でも施工が可能です。（APは－20℃でも施工可能）

施工性の優れた珪石の採用により、埋め込み時抵抗を低減

ハンマーで打ち込むだけで、樹脂と硬化剤が混合されますので、L字筋やU字筋の施工も可能です。

アンカーボルトによる攪拌が不要なため、施工自由度が高く、L字筋やU字筋の施工、太物や長孔施
工に適します。

埋め込み時にハンマードリルを使用しないため、埋め込みの騒音や振動が低減できます。

孔内で水が溜まっていない湿孔の状態でも、乾孔同等の強度を発揮します。

水中での施工が可能です。（ただし、陸上に比べ20%強度減。詳細は施工要領書、総合技術資料をご
確認ください。）

スチレンなど特定化学物質を含有していないため、労働安全衛生法の規制を受けません。

スチレンやアミン類を含有していないため、施工時に嫌な臭いがしません。

容器が非ガラスのため、破損やケガを防止します。
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フィルムタイプのため簡易包装が可能となりコン
パクトな包装を実現しました。
（当社比較：容積比を約50％削減、重量比約30％
低減）

QRコードで製品情報が
その場で確認できます。
（HP-30を除く）

スチレンを含有しないため、特定化学物質障害予
防規則やシックハウスの原因となる規制を受けま
せん。また、施工時のいやな臭いも低減しました。

容器がフレキシブルフィルムチューブであるため
取扱性が容易で、カプセル破損やガラス容器によ
るけがを防止します。また、HP-20以下のサイズ
は先端形状をV形にしカプセルを孔内に挿入しや
すくなっています。

高性能樹脂「エポキシアクリレート樹脂」の採用に
より、高い固着力と抜群の耐アルカリ性を発揮しま
す。

●非スチレン

●優れた固着力と耐アルカリ性

厚生労働省　労働安全衛生法施行令による規制対象物
質、またシックハウスの原因となる揮発性有機化合物
（VOC）13品目に該当するスチレンを原材料に使用し
ない、非スチレン系エポキシアクリレート樹脂の採用に
より施工時のいやな臭いを抑えております。

施工性の優れた珪石を採用し、埋め込み時の施工負荷
を低減しました。

硬化剤を粒状化し、樹脂中にバランス良く分散さ
せていますので、施工のばらつきを解消します。ま
た、容器を一重構造化しました。

従来のガラス管から、フィルムチューブ容器の採用
により、ガラスによる容器の割れや切り傷を防止し、
コンパクト包装にするなどの取扱性を向上させま
した。

当社の誇る高い技術でフィルムチューブでも、製
造より２年間の長期保存が可能です。

フィルムチューブ容器に非スチレン系エポキシアクリレート、骨材及び粒状硬化剤をバランス良く
分散させ収容したカプセルです。

＊詳細は個別の製品カタログおよび技術資料等をご参照ください。3



※ボルト材質、 種類、コンクリート強度、 
埋め込み条件によって許容荷重は異な
りますので、実際の施工条件に従って
強度計算を実施してください。

※施工前に必ず各製品の施工要領書をご参照ください。
コンクリートなどの母材に穿孔し、清掃後その孔内にARケミカルセッター○R HPアンカーを挿入。先端を片面カットもしくは両面カットしたボルト
や異形棒鋼を電動ハンマードリル等に装着し回転・打撃させ、カプセルを破砕・混合しながら必ず孔底まで埋め込みます。
なお、マーキングが施工面に達したら（ボルトの先端が孔の底に達した時）直ちに埋込機械を停止してください。

マーキング

3.マーキング 4.カプセル挿入 6.硬化養生5.ボルト埋込
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施工方法

製品構造

製品特長

耐アルカリ性に優れ、 強固な固着強度を有し、 経時変化のほとんどないエポキシアクリレート樹脂を
主剤に、硬化剤及び骨材を一定配合比率でガラス管に収容し、密封した樹脂カプセルアンカーです。

樹脂の紫外線劣化を防ぐため、褐色ガラス管を使用し、
密封カプセルとしています。

強固な固着力を有し、経時変化の少ない安定した性能を発揮します。 撹拌時に容易にかつ
均一に分散します。

[骨材]

[硬化剤] ストッパー（別セット）[主剤]エポキシアクリレート樹脂

[容器]ガラス管

コンクリートなどの母材に穿孔し、清掃後その孔内にARケミカルセッター○R SUPER LL APを挿入。先端
を片面カットもしくは両面カットしたボルトや異形棒鋼を電動ハンマードリル等に装着し回転・打撃させ、カプ
セルを破砕・混合しながら必ず孔底まで埋め込みます。なお、マーキングが施工面に達したら（ボルトの先端
が孔の底に達した時）直ちに埋込機械を停止してください。

＊詳細は個別の製品カタログおよび技術資料等をご参照ください。

●優れた固着力と耐アルカリ性
高強度エポキシアクリレートの採用により、固着強度が
アップ。　抜群の耐アルカリ性を発揮します。

●豊富な使用実績
1986年から発売し、公共工事をはじめ多くの現場で使用され
ています。

●抜群の低温硬化性
低温でも硬化性が良く、短時間で硬化します。

●良好な施工性
施工性の優れた珪石を採用し、埋め込み時の施工
負荷を低減しました。

施工性の優れた珪石を採用し、埋め込み時の施工負荷
を低減します。

上向き施工や水中施工時に使用します。

※施工前に必ず各製品の施工要領書をご参照ください。

墨　

出　

し
2.孔内清掃2.孔内清掃

繰り返し
4.カプセル挿入

ブロアー マーキング

1.母材穿孔

マーキング 取
付
物
の
固
定

マーキング

3.マーキング

ブラシ

6.硬化養生5.ボルト埋込
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硬化時間の目安ボルト形状

製品規格（標準施工条件）

包装仕様

片面カット 両面カット 片面カット 両面カット 寸切り 丸棒
全ネジ 異形棒鋼

温　度（ c゚）

気　中

－20

720

0

60

5

40

10

25

15

18

20

15

30

10

水　中 120 80 50 36 30

25

12

24 20

－5

100

－10

180硬
化
時
間（
分
）

品　番

AP-  8

AP-10

AP-12

AP-16

AP-20

AP-22

AP-24

AP-30
AP-36

20

20

20

20

100

100

100

100

50

20

10

5
5

小箱 中箱

（小箱×5）

（小箱×5）

（小箱×5）

（小箱×5）

カプセル本数 カプセル本数小箱内訳

1000

1000

1000

500

200

100

50

30

20

大箱

（中箱×10）

（中箱×10）

（中箱×10）

（中箱×6）

（中箱×5）

（中箱×5）

（中箱×4）10

5

5

（小箱×5）

（小箱×4）

（小箱×2） （中箱×5）

（中箱×4）

カプセル本数大箱内訳

ARケミカルセッター○R SUPER LL APで固着するボルトや異形棒鋼は、ま
っすぐなものを使用し埋め込み側先端を下図のように切断して使用します。

●適切な硬化時間養生を取り、硬化時間内はボルトを動かさないよう
にしてください。
●埋め込み後、樹脂の硬化時間は温度によって異なりますので、下表
を目安にしてください。外気、鉄筋、コンクリート、カプセルの内、最
も低い温度を目安にしてください。

※ボルト材質、 種類、コンクリート強度、 埋め込み
条件によって許容荷重は異なりますので、実際
の施工条件に従って強度計算を実施してくださ
い。

※最大引張荷重は（財）建材試験センターの実験
値で、規格値ではありません。。

※許容引張荷重値は高強度Ｍネジボルトを使用し
た場合のコンクリート破壊モードの算定値です。
FC=21N/ｍｍ2

※AP-2016に関しては、Mネジ（高強度ボルト）
の条件におけるコンクリート破壊モードの算定
値であり、規格値ではありません。

カ
プ
セ
ル
方
式（
回
転・打
撃
型
）

※この硬化時間は最大強度の80%程度の強度を発揮するまでの目安の時間です。
※先端は必ず45度または両面カットしたものを使用してください。
寸切りボルトは使用できません。丸棒は使用しないでください。

※AP-8～AP-24のス
トッパーは別セット
になっております。
必要な場合は、販
売店にお問い合せ
ください。
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R

製品構造

製品特長

●海洋汚染抑制タイプの実現

●優れた固着力を発揮

●長期保存が可能

[骨材]珪石

[硬化剤]

[容器]褐色ガラス管

耐アルカリ性に優れ、強固な固着強度を有し、経時変化のほとんどないエポキシアクリレート樹脂を主
剤に、硬化剤および骨材を一定配合比率でガラス管に収容し、密封した樹脂カプセルアンカーです。

＊詳細は個別の製品カタログおよび技術資料等をご参照ください。

海面への樹脂の浮遊が少なく海洋汚染を抑制した環境にやさしいカプセルです。

高強度エポキシアクリレート樹脂の採用により高い固着力と抜群の耐アルカリ性を発揮します。

●臭いが少ない
非スチレン系樹脂を主成分としているため、施工時に嫌な臭いが気になりません。

φ53mmのカプセルまでガラス管を密封化し、製品ライフは製造より２年間の長期保存が可能です。

[主剤]非スチレン系エポキシアクリレート樹脂
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2.孔内清掃2.孔内清掃
繰り返し

4.カプセル挿入

ブロアー マーキング

1.母材穿孔

マーキング マーキング

3.マーキング

ブラシ

6.硬化養生5.ボルト埋込

●適切な硬化時間養生を取り、硬化時間内はボルトを動かさないようにしてください。
●埋め込み後、樹脂の硬化時間は温度によって異なりますので、下表を目安にしてください。
　外気、鉄筋、コンクリート、カプセルの内、最も低い温度を目安にしてください。

温　　度（。c）

硬化時間（分）
気　中
水　中

0
240

5
80

10
40

30
10

20
18

480

－5
480
ー

－10
1440
ー 160 80 2030

硬化時間の目安

ボルト形状

施工方法

製品規格と施工例

※施工前に必ず各製品の施工要領書をご参照ください。
コンクリートなどの母材に穿孔し、清掃後その孔内にARケミカルセッター○R SUPER LL RG-Fを挿入。片面カットもしくは両面
カットしたボルトや異形棒鋼を電動ハンマードリル等に装着し回転・打撃させ、カプセルを破砕・混合しながら必ず孔底まで埋め
込みます。なお、マーキングが施工面に達したら（ボルトの先端が孔の底に達した時）直ちに埋込機械を停止してください。

片面カット 両面カット 片面カット 両面カット 寸切り 丸棒
全ネジ 異形棒鋼

カ
プ
セ
ル
方
式（
回
転・打
撃
型
）

ARケミカルセッター○R SUPER LL 
RG-Fで固着するボルトや異形棒鋼
は、まっすぐなものを使用し埋め込
み側先端を右図のように切断して
使用します。

※この硬化時間は最大強度の80%程度の強度を発揮するまでの目安の時間です。

※先端は必ず45度または両面カットし
たものを使用してください。寸切りボ
ルトは使用できません。丸棒は使用し
ないでください。

※防舷材の取り付けは防舷材メーカーの施工仕様に従ってください。

カプセル径
（mm）

カプセル長
（mm）

容　量
（cm3）

品　番 使用ボルト

RG-1612F

RG-2014F

RG-2216F

RG-2417F

RG-2419F

RG-3021F

RG-3025F

17

20

24

28

28

35

35

120

140

160

170

190

210

250

21

35

59

80

95

157

190

M16
W5/8

M20
W3/4

M22
W7/8

M24
W1

M24
W1

M30
W1・1/4

M30
W1・1/4

19

24
22

28

30
32

30
32

38
40

38
40

130

145

160

170

200

210

260

穿孔径
（mm）

穿孔長
（mm）

埋込孔カプセル製品規格

カプセル径
（mm）

カプセル長
（mm）

容　量
（cm3）

品　番 使用ボルト 穿孔径
（mm）

穿孔長
（mm）

埋込孔カプセル製品規格

RG-3625F

RG-3627F

RG-4523F

RG-4527F

RG-5024F

RG-5027F

RG-5029F

40

40

50

50

53

53

53

250

270

230

270

240

270

290

251

279

413

498

486

552

596

M36
W1・1/2

M36
W1・1/2

M42
W1・3/4

M42
W1・3/4

M48
W2

M48
W1・7/8

M48
W1・7/8

240

270

290

350

290

340

370

55

55

60

60

60

46
48

46
48
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ハ
ン
マ
ー
で
打
ち
込
む
だ
け
で
、安
定
し
た
固
着
力
を
実
現
。

製品構造

製品特長

●打ち込むだけで、強固な固着力を発揮。

●L字筋、U字筋の施工が可能。

ハンマーで打ち込むだけで樹脂と硬化剤が確実に混合される構造を持つ、
樹脂カプセルアンカーです。

[硬化剤]
[主剤]エポキシアクリレート樹脂

[容器]ガラス管
樹脂の紫外線劣化を防ぐため、褐色ガラス管を使用し、密封カプセルとしています。

強固な固着力を有し、経時変化の少ない安定した性能を発揮します。

ガラス管外に帯状に巻き付けることで、
樹脂との確実な混合を可能にしました。

MUMU

画期的な構造が簡便な施工を可能にしました。またエポキシアクリレ
ート樹脂の採用により、固着力の経時変化がほとんどありません。

ハンマーで打ち込むだけで樹脂と硬化剤が混合されるので、L字筋、U
字筋も簡単に施工できます。

R

＊詳細は個別の製品カタログおよび技術資料等をご参照ください。9



●水孔では強度が低下しますので、使用できません。
●適切な硬化時間養生を取り、硬化時間内はボルトを動かさないようにしてください。
●埋め込み後、樹脂の硬化時間は温度によって異なりますので、下表を目安にしてください。
　外気、鉄筋、コンクリート、カプセルの内、最も低い温度を目安にしてください。

ARケミカルセッター○RMUアンカーで
固着するボルトや異形棒鋼は、まっ
すぐなものを使用し埋め込み側先端
を右図のように切断して使用します。

※先端は必ず寸切りまたは両面カットし
たものを使用してください。片面カッ
トしたものは使用できません。丸棒は
使用しないでください。

※ボルト材質、種類、コンクリー
ト強度、 埋め込み条件によっ
て許容荷重は異なりますの
で、実際の施工条件に従って
強度計算を実施してください。

※最大引張荷重は、Mネジ（高
強度ボルト）における当社の
実験値であり、規格値ではあ
りません。
※金属ワイヤーブラシで清掃し
た施工です。

※MU-8の許容引張荷重は、
Fc=21N/mm2、全ネジ（ボ
ルト）を使用した場合の付着
破壊モードの算定値です。

※MU-10～20の許容引張荷
重は、Fc=21N/mm2異形
棒鋼を使用した場合の付着
破壊モードの算定値です。

※カプセル長と穿孔長は、必ず
しも同じではありません。

※施工前に必ず各製品の施工要領書をご参照ください。
コンクリートなどの母材に基準の穿孔を行い、金属製ワイヤーブラシとブロアーで孔内を清掃後、「MUアンカー」を挿入します。ス
トッパーを装着しマーキングしたボルトや異形棒鋼をハンマーで打ち込み、カプセルを破砕します。樹脂・硬化剤は、均一に混合さ
れ、短時間で高強度の硬化物になり、ボルトや異形棒鋼を固着します。
確実に孔底まで打ち込んでください。

右表の穿孔径・穿
孔長以外では施
工出来ません。MU

※施工温度が５℃以下の時はボルト打ち込み後、直ちにボルトを5回転以上回して下さい。－５℃より低い環境では使用しないでください。
※この硬化時間は最大強度の80%程度の強度を発揮するまでの目安の時間です。

3.マーキング 4.カプセル挿入 6.養生5.ボルト打ち込み1.母材穿孔
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（容量：350ｃｍ3）

■硬化剤： BPO（ベンゾイルパーオキサイト）ペーストを低濃度化するこ
とにより安全性を高め、貯蔵安定性の良い硬化剤です。また、黒色に着色
しているため、主剤との混合が目視確認できます。

■主剤： 非スチレン系エポキシアクリレートを主成分としており、高い固着
強度と優れた経時安定性を発揮します。また、チクソトロピー性の付与に
より、天井や壁方向でもほとんど液ダレはありません。

※施工前に必ず各製品の施工要領書をご参照ください。

＊詳細は個別の製品カタログおよび技術資料等をご参照ください。

主剤

硬化剤

●専用ホルダー（HD-350）

口金（プラスチック）

11

●ゴミの量を軽減できる（EA-350）

EA-350（容量350cm3）については、EX-350の使用方法（13ページ）をご参照ください。
EA-500S（容量150cm3）については、製品付属の取扱説明書をご参照ください。



EA-350・EA-500・EA-500S

EA-350

カートリッジ1本当たりの施工可能本数

130
111

56
75

36
33

19
16

9
9

7
6

5
4

194
164

83
109

52
49

28
24

13
13

10
8

7
6

2.3
2.7

5.3
4.0

8.3
8.9

15.2
18.0

32.7
31.8

40.5
49.3

59.8
67.7

コンクリートなどの母材に穿孔し、清掃します。トリガーを引いてその孔底より樹脂を必要量注入し、可使時間内にボルトや異形棒
鋼を静かに回しながら押し込みます。なお施工開始時の初めのトリガー3～4回は樹脂を捨ててください。

●可使時間：樹脂注入開始から樹脂に流動性がなくなるまでの時間（この時間内にボルトを挿入して下さい。）
●硬化時間：荷重をかけられるまでの時間（可使時間から硬化時間の間はボルトに触れないで下さい。）

EA-350（樹脂セット）

■EA-350樹脂セット内容
樹脂カートリッジ1本
ミキシングノズル2本

12

※ボルト材質、 種類、コンクリート
強度、 埋め込み条件によって許
容荷重は異なりますので、実際
の施工条件に従って強度計算を
実施してください。
※許容荷重はPa=min[Pa1、Pa2、
Pa3]の算定値Fc=21N/mm2、
使用ボルト（MねじSS400）
※必要樹脂量は20%の余剰樹脂
を見込んでいます。
（上段 Mねじ　下段 異形棒鋼）
※カートリッジ1本当たりの施工本
数は目安です。
（上段 Mねじ　下段 異形棒鋼）
※許容荷重の□黒枠内の太字は
ボルト破断で決まっています。

※40分 ※25分

※この硬化時間は最大強度の80％程度の強度を発揮するまでの目安の時間です。
※EA-500・EA-500Sの場合、可使時間は5℃で1時間、10℃で35分となります。

※EA-350を使用する際はHD-350(別売ホルダー）が必要です。
別途お買い求めください。尚、DM-350には附属しています。

※ディスペンサーは、EX-350と共通です。
※DM-EX4、DP-EX4もご使用頂けます。
※DP-350はHD-350(別売ホルダー）が必要となります。

5セット
10本/袋
1個
1セット
―

EA-350(樹脂セット）
MX-EA350(別売ミキシングノズル）
HD-350(別売ホルダー）
DM-350（ディスペンサー・ホルダーセット）
DP-350（エアー式ディスペンサー）

20セット
100本
5個
5セット
1台ディスペンサー

（EA-350、EX-350用）



●エポキシ樹脂の高い固着力と経時安定性
●確実な混合・安定した強度
●チクソトロピー性により、壁、天井方向への施工が可能
●U字筋、L字筋に対応可能（丸棒は使用不可）
●穿孔条件自由、長孔施工も容易
●幅広い母材への適用が可能

●低騒音施工が可能
●主剤・硬化剤の混合が目視で確認できる
●湿潤面でも使用可能（施工要領書をご確認下さい）
●可使時間の余裕
●在庫管理が簡素化できる
●ゴミの量を軽減できる（EX-350）

3

ホルダーのリブ(白)

5ディスペンサーのリブ(黒)

カートリッジ（フィルムパック）を専用ホ
ルダーに挿入します。確実に奥まで挿入し
てください。ピストンが挿入側に寄ってい
る場合は、そのままフィルムパックを挿入
して、ピストンを押し戻してください。

ディスペンサーのトリガーを完全に前に
押し出し、ピストンロッドを全部引き出
します。

リブの位置を確認くださ
い。ホルダー(白)のリブを
ディスペンサー(黒)のリブ
より前方に合わせます。

カートリッジの吐出口にミキシングノズル
を締めこみます。

図を参考に、カートリッジ（フィルムパッ
ク）を挿入したホルダーをディスペンサー
にセットします。

ディスペンサーのトリガーを引くと、カー
トリッジ（フィルムパック）が自動開封し
ます。ハンドディスペンサーを使用する場
合、カートリッジ（フィルムパック）が開
封されるまでトリガーを引きます。開封時
には「パチッ」と音がしますので、必ず開
封されたことを確認してくだ さい。

2

4

6

1

3

先端をしっかり前に当てて
ください。

5

※施工前に必ず各製品の施工要領書をご参照ください。

＊詳細は個別の製品カタログおよび技術資料等をご参照ください。

EX-400L（容量900cm3）については、製品付属の取扱説明書をご参照ください。
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主剤

●専用ホルダー（HD-350）

硬化剤

■DM-350ディスペンサー
（EX-350、EA350用）



コンクリートなどの母材に穿孔し、清掃します。トリガーを引いてその孔底より樹脂を必要量注入し、可使時間内にボルトや異形棒
鋼を静かに回しながら押し込みます。なお施工開始時の初めのトリガー3～4回は樹脂を捨ててください。

●可使時間：樹脂注入開始から樹脂に流動性がなくなるまでの時間（この時間内にボルトを挿入してください。）
●硬化時間：荷重をかけられるまでの時間（可使時間から硬化時間の間はボルトに触れないでください。）
●5℃より低い環境では極端に強度が低下するので使用しないでください。

※ボルト材質、 種類、
コンクリート強度、 
埋め込み条件によっ
て許容荷重は異なり
ますので、実際の施
工条件に従って強度
計算を実施してくだ
さい。

※許容荷重は
　Pa=min[Pa1、Pa2、
P a 3 ] の 算 定 値 、
Fc=21N/mm2、
異形棒鋼SD345

※必要樹脂量は20%
の余剰樹脂を見込
んでいます。

　（上段：Mねじ、
下段： 異形棒鋼）

※カートリッジ1本当た
りの施工本数は目安
です。

　（上段：Mねじ、
下段：異形棒鋼）

※許容荷重はすべてコ
ンクリート破壊モー
ドで決まっていま
す。

■樹脂セット内容：樹脂カートリッジ１本、ミキシングノズル１本、延長ノズル１本

■樹脂セット内容：樹脂カートリッジ１本、ミキシングノズル１本

EX-350（樹脂セット）
MX-EX350（別売ミキシングノズル）
HD-350（別売りホルダー）
DM-350（ディスペンサー・ホルダーセット）
DP-350（エアー式ディスペンサー）

EX-400L（樹脂セット）
MX-EX4L（別売ミキシングノズル）
DP-EX4L（エアー式ディスペンサー）

※EX-350を使用する際は、HD-350（別売ホルダー）が必要です。
別途お買い求めください。　尚、DM-350には附属しております。

※DM-EX4、DP-EX4もご使用いただけます。
※DP-350は、HD-350（別売りホルダー）が必要となります。
※延長ノズル単体の販売はしておりません。

EX-400L樹脂セット

EX-350樹脂セット

EX-400L（容量900cm3）については、製品付属の取扱説明書をご参照ください。
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●いろいろな機能をご用意しています。
1.カタログ・資料ダウンロード
2.資料請求
3.積算価格見積書作成
4.SDSダウンロード
5.材質証明書・承認願ダウンロード
6.技術データベース
7.会員専用FAQ
8.会員さま専用お問合せ
9.最新情報を優先的にお届け
10.設計強度計算

います。

ド

■積算価格見積
官公庁・設計事務所の依頼により、材料費
および施工費についての積算見積を行い、
積算のお手伝いをいたします。

■技術資料
1980年からARケミカルセッター○Rの事
業を開始しており、性能・材質・施工などに
関する膨大な技術データの蓄積がありま
す。そのためお客様からの技術的要望に
対して、即座に対応いたします。

■その他資料
多くの官公庁・企業からの推薦材料として
認知していただいており、また材質証明書
や承認願など、官公庁への提出用資料も
ダウンロード頂けます。

16



旭化成は設計・開発・製造・販売において、国際品質保証規格ISO9001の認

証を取得しております。我々はISOに基づく品質管理のもと、ARケミカルセ

ッター○Rを使用されるお客さまに安心と信頼を提供していくとともに、常に品

質保証水準の向上を目指して参ります。
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当社では、ARケミカルセッター®の設計・施工基準を下記の通り設定しております。
基準外の設計・施工については当社へお問い合わせください。

M10～M30
D10～D32
W3/8～W1 1/4

5d～2L

非スチレン系
エポキシアクリ
レート樹脂

アンカーボルト
のサイズ

埋 め 込 み 長
d=ボルト径
L=基準穿孔長

母材　Fc(N/mm2)

樹 脂 の 種 類

M8～M36
D10～D38
W5/16～W1 1/2

5d～2L

エポキシアクリ
レート樹脂

M16～M56
D16～D51
W5/8～W2

5d～15d

非スチレン系
エポキシアクリ
レート樹脂

M8～M20
D10～D19
W5/16～W3/4

基準穿孔長
（カタログ参照）

エポキシアクリ
レート樹脂

M8～M56
D6～D51
W5/16～W2

4d～20d

非スチレン系
エポキシアクリ
レート樹脂

M8～M56
D6～D51
W5/16～W2

4d～20d

エポキシ樹脂

孔底からのコンク
リート厚さ（目安）

U 字 筋

L 字 筋

A L C

ア ス フ ァ ル ト

施工上の注意点

40mm～
50mm以上

×

△

×

×

・ 強 く 押 し 込 ま
ず 、 一 定 速 度
で十分撹拌し
てください。

40mm～
50mm以上

×

△

×

×

・上向き施工の
際はストッパー
（別セット）を使
用 し て く だ さ
い。

40mm～
50mm以上

×

△

×

×

・穿孔条件は防
舷材メーカーの
仕様に従ってく
ださい。

40mm～
50mm以上

○

○

×

×

・カタログ通りの
穿孔径　穿孔長
にて施工を行っ
てください。

・清掃の際にはワ
イヤーブラシで
目荒らしを行っ
てください。

25mm以上

○

○

○

×

・施工前に必ず
捨てショットを行
ってください。

25mm以上

○

○

○

△

・5℃未満では硬
化しません。

・施工前に必ず
捨てショットを
行ってください。

◆設計についてのポイント

◆施工についてのポイント

◆使用するボルト、異形棒鋼の先端形状

○：使用できます　　×：使用できません　

（片面カット）

○

○

○

×

○

○

○

（片面カット）

○

○

○

×

○

○

○

（両面カット）

○

○

○

○

○

○

○

（両面カット）

○

○

○

○

○

○

○

（寸切り）

×

×

×

○

○

○

○

（寸切り）

×

×

×

○

○

○

○

（丸棒）

×

×

×

×

×

×

×

（丸棒）

×

×

×

×

×

×

×

（円錐カット）

×

×

×

×

○

○

○

ボルト先端形状

HP

AP

RG-F

MU

EXシリーズ

EAシリーズ

エポセッター

15～36　(36を超える場合は36として計算します。)

HP　　　　　   　　　　AP   　　　　　　　　RG-F　　　   　　　　　MU　　　　   　　　　EA　　　　　　　　   　EX

※総合技術資料の抜粋となります。　詳細は総合技術資料、各種施工要領書をご確認ください。

○：使用できます　　×：使用できません　　△：当社へお問い合わせください

設計・施工参考資料

HP　　　　　   　　　　AP   　　　　　　　　RG-F　　　   　　　　　MU　　　　   　　　　EA　　　　　　　　   　EX
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本製品はあと施工用樹脂アンカーです。本用途以外に使用しないでください。
ご使用の前に必ず、総合技術資料・施工要領書・安全データシート（SDS）をお読みください。なお、入手方法につきましては下記へお問い合せく
ださい。総合技術資料、施工要領書及び以下の注意事項に従わなかった場合に発生した事故については、当社は一切の責任を負いません。

●熱／火花／裸火／高温のもののような着火源から遠ざけること。禁煙。
●蒸気を吸引しないこと。
●取扱い後はよく手を洗うこと。また、よく眼を洗うこと。
●環境への放出を避けること。
●保護手袋、保護衣、保護眼鏡、保護面を着用すること。

●直射日光を避け、涼しく換気の良い場所に保管すること。

●皮膚に付着した場合、 多量の水と石鹸で洗うこと。
●皮膚刺激または発疹が生じた場合、医師の診断／手当てを受けること。
●眼に入った場合、水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は
外すこと。その後も洗浄を続けること。
●眼の刺激が続く場合、医師の診断／手当てを受けること。
●ばく露またはばく露の懸念がある場合：医師の診断／手当てを受けること。
●気分が悪いときは、 医師の診断／手当てを受けること。
●汚染された衣服を脱ぎ、再使用する場合には洗濯をすること。

安全対策

保管

●内容物、容器を廃棄する場合は、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に業務委託すること。
廃棄

救急処置

●カプセル及びカートリッジの内容物は高温になると急速に分解し、破裂する恐れのあるものが含まれている
ので、火の中に投げ込んだり高温物に近づけないこと。（例えば、バーナーの火花や溶断直後のボルトなど）
●ガラスの破片で手・指等を切らないよう、十分注意すること。
●カプセル及びカートリッジを切断、分解したり、内容物を取り出して使用しないこと。
●作業中でも、カプセル及びカートリッジに直射日光をあてないこと。
●屋外作業の場合は、ケースごと日陰におき数本ずつケースから取り出して使用すること
●使用期限内でもカプセル及びカートリッジの樹脂、骨材が動かなくなったものは使用しないこと。

使用上の注意

販売される方は購入される方に以下の注意事項について必ずご説明ください。

その他の注意事項については個別の製品カタログ及び安全データシート（SDS）をご参照ください。
※都合により予告なく仕様を変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

カスタマーサービス　　(0120)16-2300
化薬事業部　機能品営業部　ファスニンググループ

100-0006 1 2
URL:http://www.chemical-setter.com/

受付時間（祝祭日を除く、月～金）
9:00～12:00, 13:00～17:00
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